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はじめに   

ディジタル図書館（DigitalLibrary）に関する様々な活動が活発に進められている。アメリカでは議会図書館や  

大学図書館を中心として進められている資料のディジタル化を中心としたプロジェクト、NSF／NASA／ARPA  

の大規模な研究助成DigitalLibraryInitiative［1〕による研究プロジェクトが活発に進められている。ヨー  

ロッパではイギリスでのeLib［2】による研究助成や各国の国立図書館を中心とする資料のディジタル化プロ  

グラム、また我由ではこれまでに進められてきたプロジェクトに加えて、日本情報処理開発協会（JIPDEC）  

による次世代電子図書館システム研究開発プロジェクト、国立大学図書館での電子図書館機能の推進等、新  

しい活動が始められている。ディジタル図書館に関する国際会議も活発に開かれており、ADL，97（1997ふ  

主催：米国議会図書館、米国医学図書館、IEEE、NASAほか）、ACMDL，97（1997．7、主催：ACM）、1st  

EuropeanDLConftrence（1997．9、主催：ERCIM（EuropeanResearchConsortiumonInformaticsand  

Mathematics））、ISDL，97（1997．11、主催：図書館情報大学）など数多く催されている、  

本稿では、NationalDigitalLibraryFederation（NDLF）、DublinCore、DLIについて簡単に紹介する。  

・NDIJF［3］は議会図書館や大規模な大学図書館を中心として1995年に結成されたもので、ディジタル  

図書館に関する様々な話題を検討し、ディジタル情報の共同利用を進める上で重要な役割をになって  

いくと考えられる。  

●ディジタル図書館の観点からメタデータは情報の組織化と検索のために非常に重要な役割をになって  

いる。DublinCore〔4］はネットワーク上の情報資源のメタデータの記述形式として提案され、現在定  

義が進められている。   

・1994年秋から6大学（UCB，Stanfbrd，UCSB，U．Michigan，UIUC，CMU）によって進められてき  

たDLIは1998年秋には終了する。それに続いて新しい研究助成（DLIII）が計画されている。  

NationalDigitalLibraryFederation   

NDLFは議会図書館や有力な大学図書館などの研究図書館（注）が集まって1995年5月に構成された、ディ  

ジタルコレクションの形成と有効利用等、学術情報のためのD工ノに関わる基本的な問題に取り組んでいる。  

特に、NDLFでは大きなコストをかけて作成するディジタル資料の共有（共同利用・相互利用）や大規模な  

情報資源の有効利用に焦点を合わせている。NDLFでは参加組織によるPolicyBoardをもち、議論を進め  

ている。また、NDIFではタスクフォースを設け計画の基本プランを作ることにした。このタスクフォー  

スはCommissiononPreservationandAccess（CPA［5］）をコーディネータとし、各参加組織のスタッフか  

ら上級メンバーが参加することになった。このタスクフォースは1996年8月にレポートを出し、その中  

で、現時点での重要項目として以下の3点を中心に進めていくことを推奨している。   

・ディジタル情報の発見（Discovery）と検索（Retrieval）   

●知的財産権と経済モデル  

●ディジタル情報のアーカイブ   

本年5月にWashingtonDCの議会図書館で開催されたデイジタ）t／図書館に関する国際会議ADL｝97では  

NDLFの活動の中心的役割を果たしているCPAのDeannaMarcumの招待講演があり、NDLFの活動に  

ついて述べていた。NDIノFのメンバーは基幹的な図書館ないしは大規模な有力大学の図書館である。資料  

のディジタル化はコストがかかるため大規模な組織でなければなかなか取り組むことができない。同じく  
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ADL，97の招待講演のひとつであったSmithCollege図書館のSarahPritchardによる講演では、大学の  

規模（すなわち図書館の規模）が小さいので資料のディジタル化の計画は特別には持っていないこと、ま  

たNDLFのような活動によってディジタル資料へのアクセス性が高まることを期待していることを述べて  

いた。   

注：NDI」Fのメンバー  

（1）CommissiononPreservationandAccess（CPA）  

（2）ColumbiaUniversity  

（3）Corne11University  

（4）EmoryUniversity  

（5）HarvardUniversity  

（6）LibraryofCongress  

（7）NationalArchivesandRecordsAdministration（NARA）  

（8）NewYbrkPublicLibra・ry  

（9）PennsylvaniaStateUniversity  

（10）PrincetonUniversity  

（11）StanfbrdUniversity  

（12）UniversityofCalifornia，Berkeley  

（13）Univer牢yofMichigan  

（14）UniversityofSouthernCalifbmia  

（15）UniversityofTennessee  

（16）Yえ1eUniversity  

メタデータ   

メタデータ、すなわちデータに関するデータは大規模な情報資源の中から所望の情報（データ）を見つけ出  

すために必要不可欠のものである。たとえば、従来の図書館情報システムではMARCに代表される目録  

情報が電子化され、広く利用されてきた。図書館資料に関するデータである目録は代表的なメタデータで  

ある。また、索引、辞書ヤシソーラスもメタデータと考える。さらに書評のように他の文書に関する文書  

もある種のメタデータと考えられる。  

従来のデータベースは単体で使われることが一般的であった。従って、利用者は特定のデータベースの利  

用方法を知っていれぼよく、また利用するデータベースのメタデータの特性を知っていれば十分であった。  

ところが、インターネットを介して多くの情報資源（データベース、コレクション、単体の文書など）が接  

続されるようになって、複数の情報資源にアクセスすることが一般的になり、意識しない間に複数の情報  

資源を利用していることすらある。一般にメタデータは情報資源毎に与えられるので、複数の情報資源に  

アクセスできるようにするにはメタデータ間の相互利用性（Interoperability）を向上する必要がある。さら  

にデータそのものだけではなく、情報資源に関する情報（たとえばデータベースに関するメタデータ）を  

用意することも必要である。  

メタデータは巨大な情報資源（インターネット、およびそこにつながる電子図書館）から情報を見つけだ  

すためのキーとなる。そのためメタデータに関する研究は活発である。たとえば、IEEEではメタデータに  
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関する国際会議（第1回1996．4）を開催した。大規模な情報空間の中から所望の情報を見つけ出す情報発  

見（InfbrmationDiscovery）がキーワードの一つとなっているNSF／NASA／ARPAのDLI（DigitalLibrary  

Initiative）でもメタデータが特に注目されている。たとえば、ミシガン大学ではエージェント技術を用い  
てメタデータによる利用者に応じた検索システムの構築を進めている。カリフォルニア大学サンタバーバ  

ラ校では地理情報に関するシソーラス、地名事典等に関して研究を進めている。・また、スタンフォード大  

学では種類の異なる情報資源（データベース）に対する一棟なアクセスを実現するため情報資源や利用条  

件に合わせたメタデータの変換等を行なうシステムの研究を進めている。  

yabooに代表されるインターネット上のディレクトリサービスの場合、人手による分類とメタデータ作成  

が行なわれている。この場合、データを作成する対象範囲を広くするには多人数が必要であり、また文書  

の出版からメタデータの作成までのタイムラグが長くなりがちである。さらに、適切な管理メカニズムを  

持たないと消滅した文書に関するメタデータの削除が行なわれず、存在しない文書を紹介すること、になる。  

一方、AltaVistaや1ycos、OPenteXtなどの文書検索サービスの場合、ロボットやCrawierと呼ばれるソフ  

トウェアで機械的に文書を集めてデータベースを構成している。これらは機械的に多数の文書を集めるこ  

とができるのでカバーする範囲は広がり、タイムラグもなくなるが、意味的な自動分類が困難なので検索  

ノイズが多くなる。検索ノイズを減らすには適切なメタデータを文書に埋め込んでおき、ロボットが集め  

た文書から自動的にメタデータを抽出してメタデータのデータベースを構成することが有用であると考え  

られる。以下に示すDublinCoreMetadataElementSet（通称DublinCore）はこうした考え方の下に提  

案されたものである。  

OCLCとNCSAはインターネット上の文書オブジェクト（DLO）のためのメタデータを検討するための  

ワークショップを1995年3月にOhio州Dublinで開催し、そこからDublinCoreの提案がなされた。そ  

の後、米国、ヨーロッパ、オーストラリアを中心としてDublinCoreに関する実験や評価が進められた。  

1996年4月には、DublinCoreをベースとしてメタデータを議論するためのワークショップがイギリスの  

Warwickで開催され、以下のような成果を残した。  

●DublinCoreの構文を表すSGMLのDTDの提案。  

●既存のf［TML構文の中へのDublinCoreのためのタグの組み込み方法の提案。  

・WarwickFrameworkと呼ぷメタデータの流通のためのコンテナ構造（containerarchitecture）の提案   

●WarwicknameworkのMIME，SGML，CORBA上での記述方法の捷案  

●ドキュメントの著者やコレクションの管理者のためのメタデータ作成方法に関する提案   

WarwickFrameworkでは13項目が提案されたが、その後イメージデータに関するメタデータワークショッ  

プ（1996．9）等を経て親在以下の15項目になっている。  

（1）タイトル（Title）‥オブジェクトの名前  

（2）作者または著者（AnthororCreator）：情報資源の内容に関して責任を持つ人（複数可）  

（3）主題およびキーワード（SubjectandKeywords）：情報資源に述べられたトピック  

（4）記述（Description）：アブストラクトやイメージデータの説明など内容に関する記述  

（5）出版者（Publisber）：情報資源を流通の形態にしたエージェント  

（6）他の関与者（Ot血erContributors）‥蘭集者や翻訳者等文書の内容の作成に関わった人  

（7）日付（Date）‥出版の日付  

（8）情報資源タイプ（ResourceType）：小説、詩、辞書といった情報資源のジャン）t／  
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（9）形式（Form）：PostscriptファイルやWindows実行形式といった、情報資源の物理的な形式  

（10）情報資源識別子（ResourceIdentifier）：情報資源を一意に識別するための番号あるいは名前  

（11）ソース（Source）：情報資源オブジェクトの出所となった情報資源（印刷物あるいはディジタルデータ）  

（12）言語（Language）‥情報資源の内容を記述している言語  

（13）関係（Relation）：他の情報資源オブジェクトとの関連づけ  

（14）カバレッジ（Coverage）‥地理的場所や時間的な内容に関する情報資源の特性  

（15）権利管理（RightsManagement）：著作権記述などの権利に関する記述や利用条件に関する記述へのリ  

ンク（URLもしくは何らかのURI）  

DublinCoreは基本項目だけを決め、これ以外にドキュメントの性質や提供者の環境に応じて他の項目を  

加えることを認めている。  

DublinCoreでは各エレメントをフリーテキストで表すことが許されている。これはメタデータに関する  

専門知識を持たない著者であっても容易に記述できるという点からは重要な点である。一方、フリーテキ  

ストだけで記述すると、検索ノイズが多くなることは否めない。そのため、各エレメントにサブエレメン  

トを設け、どのような規準にしたがって記述しているのか（Scheme）、記述データはどのような形式なのか  

（Type）を表すことにしている0また、サブエレメントの種類を表す記述子をquali触と呼んでいる【6］。  

下にタイトル・エレメントを例として示す。  

Elemen七：Ti七1e（TITLE）   

甲aliゴierとその値：  

Schem8  

エn七ernal他の記述方法とは無関係に決められた記述方式（フリーテキスト）。   

デフオールト億   

AACR2 AACR2に従って決められた記述方式に従う。  

Type  

Hain 主タイトル。デフオールト値。  

Long 長形式タイトル（Long Form）  

S土10rt 短形式タイトル（Shor七Form）  

Slユb七itle サブタイトル  

PartT土tle タイトルの一部  

Spまne 背表耗のタイトル  

Translated翻訳されたタイトル  

1997年3月にオーストラリア・キャンベラのオーストラリア国立図書館で開かれた第4回ワークショップ  

（DC－4）では上述のqualifierの記述方法に関する議論が進められた（CanberraQualifier）［7］。DublinCore  

メタデータは任意の電子文書を対象とはしているが、WWW文書への適用を主要な目的のひとつとして  

いるので、HTMLの文法とqualifierの記述の整合性等が議論された。DublinCoreは構造の単純さを特  

徴とする。一方、あまりに構造を単純化しすぎると記述内容の意味的な解析に対する要求が大きくなりす  

ぎ、効率的な情報検索が難しくなり、相互利用性が低下するという危険をはらんでいる。quali鮎ではあま  

りDublinCore自体の定義が複雑にはならないように配慮しながら、従来から利用されてきたメタデータ  

で意味が明確に定義されている記述方式や語桑の利用を進められるようにしている。  
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これまでDublinCoreに関する研究プロジェクトはアメリカ、イギリス、オーストラリア等英語圏が中心  

であったが、ヨーロッパ各国でもプロジェクトが開始されつつある。そのため、メタデータが表す内容が何  

語で善かれているかといった多言語による記述に関しても重要な話題として認められている。なお、DC－4  

の参加者はアメリカ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランドの英語圏以外にヨーロッパ（フラン  

ス、ドイツ、北欧諸国）、タイ、日本からであった。また、第5回のワークショップは本年10月にフィンラ  

ンドのヘルシンキでの開催が計画されている。   

NSF／NASA／ARPADigitalLibraryInitiative  

NSF／NASA／ARPAによる共同助成プログラムDigitalLibraryInitiative（DLI）は1994年から4年計画で  

始められ、すでに3年が過ぎようとしている。助成を受けた下記の6大学（Carnegie－MellonUniversity，  

Universi七yofMichigan，UniversityofIllinoisatUrbana－Champalgn，UniversityofCalifbmiaatBerkeley，  

UniversityofCalifbrniaatSantaBarbara，Sta，nfbrdUniversity）に与えられた助成総額2300万ドルであり、  

これに加えて多くの企業がPartnerとして寄与している。DI．Ⅰは図書館と計算機科学の分野の研究者が協力  

し、さらに出版社や政貯蔵関などからのコンテンツを村象とする電子図書館のtestbed（実験台）作りのプ  

ロジェクトとして脚光を浴びた。DI．Ⅰでは約半年に1度の割合で全プロジェクトが集まる会議を開催してお  

り、進展具合を公開する場であるとともに、意見と技術の交流の場となっている。（たとえば、1996年5月ミ  

シガン大学、同年12月スタンフォード大学、1997年6月カーネギーメロン大学）また、イリノイ大学のグ  

ループが中心となって6プロジェクトの情報を公開している（http：／／dli．grainger・uiuc．edu／national．htm）。  

NSF他は1998年から次のディジタル図書館研究助成計画（通称DIノⅠⅠⅠ）を、これまでよりも規模を大き  

くして進める予定である。DLIIIの計画を議論するためのワークショップが本年3月にニューメキシコ州  

サンタフェで開催された。ワークショップは、非常に大規模で分散した情報環境の中で知的作業を進めて  

いくための基盤環境（DistributedKnowiedgeWorkEnvironment）に関する研究にはどのような点が重要  

であるかといった点から次の研究助成プログラムのプランを考えるという目的で開かれ、ミシガン大学の  

DanielAtkinsがホストし、NSFのY．T．Chienを始めとする計画を策定する側からの出席者、現在のDLI  

の研究代表者、利用者評価、アーカイブ、美術館等の専門家によるpresentationと議論が行われた。そこ  

での議論から、現在のDIJIのような大規模プロジェクトだけのものとは異なり小規模なものから大規模な  

ものまで組み合わせること、またより実世界指向のプロジェクトとすることなどの方向付け進められた。  

このワークショップの報告書はまもなくWWW上に公開される予定である。  

おわりに   

DLIのように研究指向のものから図書館自体が進めている資料のディジタル化を中心とする開発指向のも  

のまでいろいろなディジタル図書館プロジェクトが現在も非常に活発に進められている。NDLFもあげて  

いる「情報発見（InfbrmationDiscovery）」、「アーカイブ」、「知的財産権と経済モデル」は、デイジタ）t／  

図書館プロジェクトに関する共通のキーワードであると思われる。知的財産権の重要性に関しては言うま  

でもないであろう。非常に大規模な情報空間を構成することになるディジタル図書館にとって情報検索や  

情報発見が重要であることは明らかである。情報発見という観点から、ディジタル図書館間の相互利用性  

を高め、非常に大規模で多様な情報資源の中から効率よく情報を探し出すためのメタデータの重要性は容  

易に理解できる。また、アーカイブの観点からは、どのような資料を電子化して保存すべきかということ  

に加えて、電子化された資料、あるいは電子的に作成された資料は従来の印刷体の資料とは異なった意味  

で保存の難しさを含んでいる〔恥  

また、ディジタル図書館の相互利用性や国際的な情報基盤上での情報発見等の研究を進めるには国際間で  

の共同研究の場を設けることが重要になってゆく。NSFはERCIMとDigitalLibraryに関する共同研究  
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を始めており、現在Metadata、Interoperability、OptimizedSearchandRetrieval、IntellectualProperty  

andEconomyModelの4テーマでの共同研究を進めようとしている［9］。さらに、Multi－1inguali匂rを新  

たに加えてアメリカーヨーロッパの研究者による共同研究を進めようとしている。一方、DublinCoreのグ  

ループでも多言語の扱いの需要性を認識しており、DC－4においても多言語に関するディスカッションが行  

われた［10〕。こうした多言語情報の処理や相互利用性等の研究はこれからますます重要性を増すと思える。  

参考文献   

［1］NSF／ARPA／NASADigitalLibrariesInitiative（nationalsynchronizationhomepage），  
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